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○ 基本計画の名称：高槻市中心市街地活性化基本計画 

○ 作 成 主 体：大阪府高槻市 

○ 計 画 期 間：平成 29 年 7 月～令和 5年 3月（5年 9ヶ月) 

 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

［１］地域の概況 

（１）高槻市の位置 

①高槻市の位置・規模 

本市は大阪府の北東部、大都市圏である大阪と京都のほぼ中間に位置している。東は島本町、西は茨木

市や摂津市と接し、南は淀川を境に枚方市や寝屋川市と接している。また、北は京都府の京都市や亀岡市

に接している。 

市域面積は 105.29km2 で、府内第４位の広さを有している。市街地は、市域中南部域に JR 東海道本線

と阪急京都線の駅周辺を中心に形成され、33.29km2 が都市計画で市街化区域に定められている。 

 

高槻市 
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図 高槻市の位置 

②広域交通ネットワーク 

本市は、古くは西国街道、淀川の水運、明治に至って現在の JR、昭和以降は国道 171 号や阪急電鉄な

どの幹線交通網が整備され、京阪間の拠点として都市が形成されてきた。大阪と京都のほぼ中間に位置し、

JR の新快速や特急「はるか」、阪急電鉄の特急の停車駅を持つなど、その拠点性は他の近隣都市よりも高

い。 

今後、高槻ジャンクション・インターチェンジを備えた新名神高速道路が整備されることにより、市内から直

接高速道路を利用できるようになり、鉄道と併せて交通の要衝都市として知名度も向上し、広域的な交流が

期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

図 高槻市周辺の広域交通ネットワーク 

高槻市 河原町 

高 槻 大 阪 京 都 

梅 田 

15 分 12 分

20 分 20 分 

ＪＲ 

阪急 
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（２）高槻市の特徴 

①地形と気候 

本市は、大阪平野の北東にあって、大阪と京都の中間に位置している。北は北摂連山に連なる山並みと

丘陵、南は山間から流れ出る芥川・桧尾川などによって形成された平野が広がり、琵琶湖から大阪湾に流

れる淀川が市域の南の境になっている。 

本市の気候は、山間部を除く大半の市域が、夏や冬に降雨の少ない瀬戸内海気候に属している。年間平

均気温は、16℃前後だが、昭和 50 年代半ば以降、上昇傾向にある。高槻市消防本部観測地点の平成 27

年の気象に関するデータは以下の通りである。 

 

年間平均気温：16.6℃(平成 27 年) 

最も高い月平均気温：28.4℃(平成 27 年 8 月) 

最も低い月平均気温：5.1℃(平成 27 年 1 月) 

降水日数(１㎜以上)：134 日(平成 27 年) 

年間降水量：1516.0mm(平成 27 年) 

 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年平均 

月平均気温 

(℃) 
5.1  5.8  9.3  15.6 21.5 22.9 27.1 28.4 22.7 17.7 14.2 8.8 16.6 

合計降水量 

(㎜) 
82.0 19.0 131.0 80.5 88.0 178.5 417.0 180.0 102.0 45.0 114.5 78.5 126.3 

表 日平均気温と合計降水量(出典：平成 28 年高槻市統計書) 

 

②自然 

本市は多くの人口を抱える都市部にありながら、市域のほぼ半分を占める北摂連山の森林に包まれ、多

様な生物の生息とともに摂津峡や神峰山の森、東海自然歩道など豊かな自然の魅力を有している。 

南部を流れる淀川の河川敷では、約 75ha に渡る「鵜殿のヨシ原」が広がり、初春に行われる「ヨシ原焼き」

には多くの観光客が訪れている。南部はほとんどが平野となっており、淀川が流れる周辺には豊かな田園風

景が見られる。 

   
摂津峡、鵜殿のヨシ原 
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③歴史 

本市には、弥生時代の環濠集落跡である安満遺跡、継体大王の真陵とされる今城塚古墳、藤原鎌足の

墓といわれる阿武山古墳などの多くの遺跡や古墳がある。平安時代の歌人・伊勢姫が晩年を過ごしたとされ

ている伊勢寺のほか、伊勢姫の歌風に憧れて移り住んだ平安時代中期の歌人・能因法師の塚、富田の寺

内町など古い街並みや高槻城跡など、古代から現代まで歴史が息づいている。 

 

   

今城塚古墳、安満遺跡の木棺墓 

 

④産業 

本市の伝統産業として、かつて山間部で盛んに製造された「寒天」は代表的な特産品であったが、現在は

気候の温暖化等により生産量が減少し一社を残すのみとなっている。また市西部に位置する「富田地域」で

は現在も日本酒や地ビール等の酒造りが営まれ、池田、伊丹と並ぶ「北摂三銘酒」のひとつに数えられてい

る。 

また、本市は典型的な住宅都市でありながら工業都市としての一面を備えており、幹線道路沿線を中心

に食品、電気機器、医薬品等の大規模な工場や研究所が立地している。 
 

   
寒天の乾燥風景、富田町のまちなみ 

 

   
サンスター株式会社、株式会社酉島製作所 

 



5 

 

（３）高槻市及び中心市街地の沿革 

①高槻市の成り立ちと市域の変遷 

高槻(地名のおこりは「高月」)の名が史上に現れたのは、鎌倉時代から南北朝時代の頃である。縄文・弥

生の昔から連綿と営まれてきたこの地の人々の暮らしが、この時高槻の集落として実を結んだ。 

南北朝時代(14 世紀中葉)には足利尊氏配下の入江左近将監が城館を設け、戦国時代には、キリシタン

大名の高山右近が高槻城主となって、日本のキリシタン史上に輝く足跡を残した。 

江戸時代に入り、慶安 2 年(1649)に永井直清が高槻城に封ぜられて以後、幕末までに永井氏の領地と

して発達した。明治 2 年 6 月に版籍奉還を経て、明治 4 年 7 月に廃藩、同 11 月、府県改廃によって高槻

県は大阪府に編入された。明治 22 年 4 月 1 日、町村制の施行により島上郡高槻村、上田部村を合併して

高槻村となり、同 31 年 10 月 14 日、近辺の村に先がけて町制が施行され、高槻町となった。 

昭和 18 年 1 月 1 日には大阪府内で 9 番目の都市として高槻市が誕生した。当時は田園風景の広がる

のどかなまちで、昭和 23 年 1 月には阿武野村、同 25 年 11 月には五領村を合併した。昭和 30 年代に入

ると成長の時代を迎え、昭和 30 年 4 月には三箇牧村、翌 31 年 9 月には富田町、さらに昭和 33 年 4 月

には京都府南桑田郡樫田村を合併し、現在の市域となった。そして、平成 15 年 4 月 1 日に、中核市に移

行した。 
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図 市域の変遷 

②市街地の変遷 

戦前は田園風景の広がるのどかなまちであったが、昭和 26 年から工場誘致運動を行い、同 29 年には府

内衛星都市唯一の市営バスを開業し、市街地が発展していった。また、昭和 32 年には、国鉄(現 JR)の快

速電車の高槻駅停車によって、利便性もさらに向上し、近代工場も進出して産業化が進展するとともに住宅

建設も活発化、当初の田園風景は一変し、大阪・京都のベッドタウンとしての色彩を強めた。とりわけ、昭和

40 年代は人口が急増し、44 年に 20 万人、48 年には 30 万人を突破した。 

 

   

(明治 41 年)                      (大正 12 年) 

   

(昭和 25 年)                      (昭和 43 年) 

図 古地図からみる市街地の変遷 
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③都市開発の沿革 

本市は、経済成長期において大阪や京都のベッドタウンとして発展した住宅都市であると同時に、国道

171 号などの幹線道路沿いには大規模な工場や流通施設が立地する産業都市としての性格も併せ持って

いる。北大阪地域における中核都市としての存在感を高めており、京阪間における拠点性・独自性・求心性

をより一層高めながら持続的に発展し得る可能性を有している。 

本市の市街地は、都市開発を繰り返し発展してきた。国鉄(現 JR)及び新京阪鉄道(現 阪急電鉄)の開業

が契機となり、その後の都市基盤整備、百貨店などの商業機能や大学などの文教機能の集積につながっ

て、現在に至っている。都市開発については、平成 28 年に、JR 高槻駅北東地区において大規模な開発事

業が完了している。 

 

■高槻市都市開発関連年表 

 年代 西暦 内容 人口 

(住民基本台帳

基準) 

戦前 

明治 9 年 1876 国鉄(現 JR)東海道本線・高槻駅が開業  

昭和 3 年 1928 新京阪鉄道(現・阪急電鉄)高槻町駅が開業  

昭和 5 年 1930 大阪医科大学附属病院開院  

昭和 7 年 1932 枚方大橋完成  

昭和 12 年 1937 国道 171 号完成  

昭和 18 年 1943 高槻市誕生、府内 9 番目 約 31,000 人 

復興期 

昭和 26 年 1951 市の工場誘致運動開始  

昭和 28 年 1953  5 万人突破 

昭和 29 年 1954 市営バス営業開始  

高度成長期 

昭和 32 年 1957 高槻駅に国鉄東海道本線快速電車停車  

昭和 36 年 1961 公共下水道を都市計画決定  

昭和 38 年 1963 名神高速道路開通(栗東～尼崎) 10 万人突破 

昭和 39 年 1964 東海道新幹線開通／市民会館完成  

昭和 40 年 1965 国鉄高槻駅西踏切の立体化完成(着工・昭和 37 年～)  

昭和 42 年 1967 国鉄高槻駅西口が開通／国鉄八丁松原立体交差完成 

高槻都市計画下水道事業第２次５ヵ年計画(～昭和 46 年) 

15 万人突破 

昭和 44 年 1969 最初の総合計画策定 20 万人突破 

昭和 45 年 1970 市街化区域・調整区域決定／国鉄摂津富田橋上駅完成  

昭和 46 年 1971 市役所現庁舎完成 25 万人突破 

昭和 48 年 1973  30 万人突破 

昭和 49 年 1974 西武百貨店高槻店オープン  

安定成長期 

～バブル期 

昭和 54 年 1979 松坂屋・グリーンプラザたかつき開業(事業着手・昭和 46 年～)  

昭和 56 年 1981  35 万人突破 

昭和 62 年 1987 平安女学院短期大学南平台キャンパス完成  

平成 3 年 1991 阪急高架最終完成(着工・昭和 62 年～)  

平成不況期 

平成 4 年 1992 市街化区域・調整区域の線引き見直し開始  

平成 6 年 1994 関西大学高槻キャンパス完成／高槻市総合センター完成  

平成 8 年 1996 大阪薬科大学高槻にキャンパス完成  

平成 15 年 2003 中核市に移行  

平成 16 年 2004 JR 高槻駅北地区市街地再開発事業が完了(事業着手・昭和

56 年～) 

 

平成 18 年 2006  ピークを迎える

(35.9 万人) 

平成 22 年 2010 関西大学高槻ミューズキャンパス完成  

平成 28 年 2016 JR 高槻駅北東地区都市開発事業が完了(事業着手・平成 22

年～) 

 

(高槻市産業環境部産業振興課調べ) 
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（４）中心市街地の概況と歴史的・文化的役割 

①中心市街地の概況 

本市の中核である JR 高槻駅及び、阪急高槻市駅を含む地域(約 150ha、以下中心市街地)は、商業・文

化・行政・医療・教育などの施設が集積しており、都市化の発展とともに百貨店などの大型商業施設が進出

し、北摂地域でも有数の商業集積地である。 

中心市街地は JR 高槻駅より北の「駅北ゾーン」、JR 高槻駅と阪急高槻市駅の間の「駅間ゾーン」、阪急

高槻市駅より南の「駅南ゾーン」の 3 つに分割できる。駅北ゾーンには、史跡の西国街道芥川一里塚などの

文化財がある。駅南ゾーンには、高槻城公園が整備されている他、高槻城跡や高山右近高槻天主教会堂

跡など貴重な文化財がある。駅間ゾーンは、中心市街地の多くの店舗が集積している。 

   

中心市街地遠景、JR 高槻駅前 

 

②歴史・文化的資源 

本市の中心市街地及びその周辺には、古代から中世にかけての歴史資源が残されている。戦国時代に

キリシタン大名の高山右近が高槻城を中心として町を発展させ、江戸時代には譜代大名永井家三万石の

城下町が形成された。往時が偲ばれる高槻城公園があるほか、西国街道の芥川宿など、古いまちなみも残

されており、創建 1050 余年と古い上宮天満宮等の社寺・史跡も多くある。また、JR 高槻駅の東部には弥生

時代の環濠集落である安満遺跡が残されており、現在、その一帯を「安満遺跡公園」として整備し、遺跡の

保存・活用が進められている。 

   

上宮天満宮、安満遺跡 
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③景観資源 

本市は、自然や歴史を感じられる景観に恵まれている。西方には、北部山間地域から、市街地を経て淀

川へと流れる芥川があり、水辺空間や都市緑地等の整備が進められ、人々の憩いの空間になっている。ま

た、市街地内には、西国街道などの歴史的な通りがあり、沿道の一部には町家等の建物も残されているほ

か、高槻城公園や安満遺跡公園など、史跡を活用した公園や広場の整備が進んでいる。 

 

   

高槻城公園、西国街道 

 

④社会資本や産業資源 

本市には古くから地域に残る伝統的な行事・祭礼に加え、ベッドタウンとして新たに定住した層による市民

活動・市民イベントが盛んである。 

高槻の夏を代表するイベント「市民フェスタ高槻まつり」をはじめ「高槻ジャズストリート」、「たかつきアート博

覧会」、「TAKATSUKI 唄まき statioN」、「たかつきバル」等、市民や商業者等が主体となった各種イベントが、

まちなかで開催されている。 

   

市民フェスタ高槻まつり(左)、高槻ジャズストリート(右) 
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［２］地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析 

（１）人口に関する状況 

①高槻市の人口 

本市の人口は、平成 27 年国勢調査で、総人口 351,829 人となっており、平成 7 年の 362,270 人をピー

クに減少に転じている。一方、世帯数は増加傾向にあり、単身世帯・核家族世帯が増えている。 

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口(平成 25 年 3 月推計)」によると、今後 

の高槻市の人口減少は続き、令和 22(2040)年には 317,356 人になると見込まれている。

 

図 総人口と世帯数の推移(出典：各年国勢調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来人口推計(出典：国立社会保障・人口問題研究所) 
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本市の人口増減を平成 17 年と平成 22 年の国勢調査でみると、主要な駅周辺を中心に人口が増加して

いる一方で、山間部は人口が減少している。 

人口密度をみると、JR と阪急電鉄の駅があり、市街地が形成されている市南部が高くなっている一方、山

間部が多い市北部は低くなっている。 

 

図 高槻市の人口増減                 図 高槻市の人口密度 

(出典：平成 17 年、22 年国勢調査)         (出典：平成 22 年国勢調査) 
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年齢階層別人口をみると、35 歳～49 歳が多く、比較的若い人口構成になっている。また、65 歳～74 歳

も多くなっており、今後高齢化がますます進むと予想される。 

 

図 人口ピラミッド(出典：各年国勢調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

010,00020,000

0−4歳

5−9歳

10−14歳

15−19歳

20−24歳

25−29歳

30−34歳

35−39歳

40−44歳

45−49歳

50−54歳

55−59歳

60−64歳

65−69歳

70−74歳

75−79歳

80−84歳

85−89歳

90−95歳

95−99歳

100歳以上

（人）

男性

H17

H22

H27

0 10,000 20,000

0−4歳

5−9歳

10−14歳

15−19歳

20−24歳

25−29歳

30−34歳

35−39歳

40−44歳

45−49歳

50−54歳

55−59歳

60−64歳

65−69歳

70−74歳

75−79歳

80−84歳

85−89歳

90−95歳

95−99歳

100歳以上

（人）

女性

H17

H22

H27



13 

 

②高槻市の高齢化率 

本市の高齢化率は年々上昇し、平成 27 年国勢調査では 27.5％となっており、超高齢社会(高齢化率

21％以上)に突入している。 

高齢者世帯をみると、高齢単身世帯も高齢者夫婦のみ世帯も年々増加しており、全世帯数に対する高齢

者のみ世帯の割合は平成 27 年で 26.5％となっている。 

 

 

図 高槻市の高齢化率の推移(出典：各年国勢調査) 

 

 

図 高槻市の高齢者世帯数の推移(出典：各年国勢調査) 
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③高槻市の昼夜間人口 

本市の昼間人口は近年微増傾向にあり、平成 22 年で 309,233 人となっている。一方で、夜間人口は

357,359 人と、昼間人口より多くなっており、本市がベッドタウンであることが伺える（下表）。 

また、本市の流出人口は 95,107 人、流入人口は 40,421 人で、流出過多になっている（15 頁）。 

就業者による主な流出入先としては、大阪市（流出 30,126 人、流入 3,689 人）、茨木市（流出 11,749

人、流入 2,279 人）、京都府（流出 10,845 人、流入 4,911 人）等が挙げられ、いずれも流出過多となって

いるが、就学者による流出入を見ると、茨木市（流出 320 人、流入 1,235 人）、豊中市（流出 178 人、流

入 197 人）、兵庫県（流出 688 人、流入 707 人）等で流入が多くなっている（16 頁）。 

 

表 高槻市と周辺都市の昼夜間人口(出典：平成 22 年国勢調査) 

 夜間人口(人) 

(A) 

昼間人口(人) 

(B) 

昼夜間人口比率 

(B/A) 

大阪府 8,865,245 9,280,560 104.7 

高槻市 357,359 309,233 86.5 

大阪市 2,665,314 3,538,576 132.8 

枚方市 407,978 358,077 87.8 

茨木市 274,822 254,351 92.6 

寝屋川市 238,204 208,014 87.3 

摂津市 83,720 94,321 112.7 

吹田市 355,798 350,816 98.6 

豊中市 389,341 347,467 89.2 

守口市 146,697 148,401 101.2 

門真市 130,282 144,849 111.2 

島本町 28,935 22,053 76.2 

 

 

図 高槻市の昼夜間人口の推移(出典：各年国勢調査) 
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表 高槻市の流出人口(出典：平成 22 年国勢調査) 

 
15 歳以上就業者・通学

者 
15 歳以上就業者 15 歳以上通学者 

実数 割合 実数 割合 実数 割合 

高槻市に常住する就業者・通学者(従

業地・通学地「不詳」を含む。) 
171,533 100.0% 153,335 100.0% 18,198 100.0% 

 

市内で従業・通学 71,880 41.9% 64,742 42.2% 7,138 39.2% 

市外で従業・通学 95,107 55.4% 84,521 55.1% 10,586 58.2% 

 

府内で従業・通学 67,155 39.1% 61,432 40.1% 5,723 31.4% 

 

大阪市 31,663 18.5% 30,126 19.6% 1,537 8.4% 

枚方市 2,343 1.4% 2,023 1.3% 320 1.8% 

茨木市 13,535 7.9% 11,749 7.7% 1,786 9.8% 

寝屋川市 1,086 0.6% 896 0.6% 190 1.0% 

摂津市 4,206 2.5% 3,986 2.6% 220 1.2% 

吹田市 4,635 2.7% 3,969 2.6% 666 3.7% 

豊中市 1,805 1.1% 1,627 1.1% 178 1.0% 

守口市 781 0.5% 744 0.5% 37 0.2% 

門真市 1,151 0.7% 1,148 0.7% 3 0.0% 

島本町 1,419 0.8% 1,242 0.8% 177 1.0% 

他府県で従業・通学 21,688 12.6% 17,983 11.7% 3,705 20.4% 

 京都府 13,315 7.8% 10,845 7.1% 2,470 13.6% 

兵庫県 5,315 3.1% 4,627 3.0% 688 3.8% 

 

表 高槻市の流入人口(出典：平成 22 年国勢調査) 

 15歳以上就業者・通学者 15 歳以上就業者 15 歳以上通学者 

実数 割合 実数 割合 実数 割合 

高槻市で従業・通学する者 

(従業地・通学地「不詳」で、当地

に常住している者を含む。) 

123,111 100.0% 108,179 100.0% 14,932 100.0% 

 

市内に常住 71,880 58.4% 64,742 59.8% 7,138 47.8% 

市外に常住 40,421 32.8% 34,259 31.7% 6,162 41.3% 

 

府内に常住 29,086 23.6% 24,748 22.9% 4,338 29.1% 

 

大阪市 4,396 3.6% 3,689 3.4% 707 4.7% 

枚方市 2,544 2.1% 2,279 2.1% 265 1.8% 

茨木市 9,302 7.6% 8,067 7.5% 1,235 8.3% 

寝屋川市 1,058 0.9% 975 0.9% 83 0.6% 

摂津市 1,451 1.2% 1,272 1.2% 179 1.2% 

吹田市 2,440 2.0% 1,971 1.8% 469 3.1% 

豊中市 1,176 1.0% 979 0.9% 197 1.3% 

守口市 389 0.3% 335 0.3% 54 0.4% 

門真市 293 0.2% 262 0.2% 31 0.2% 

島本町 2,448 2.0% 2,072 1.9% 376 2.5% 

他府県に常住 11,335 9.2% 9,511 8.8% 1,824 12.2% 

 京都府 5,512 4.5% 4,911 4.5% 601 4.0% 

兵庫県 3,512 2.9% 2,805 2.6% 707 4.7% 
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図 高槻市の就業者による流出入人口(出典：平成 22 年国勢調査) 

 

 
図 高槻市の就学者による流出入人口(出典：平成 22 年国勢調査) 

 

 

④中心市街地の人口 
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中心市街地の人口は、平成 14 年から増加傾向にあり、平成 16 年に JR 高槻駅北地区市街地再開発事

業が完了し、平成 28 年には 18,455 人となっている。 

全市での人口減少に反して、中心市街地の人口は増加しているため、全市に対する中心市街地の人口

の割合は増加傾向にあり、平成 28 年で 5.2％となっている。 

 

 

図 全市と中心市街地の人口推移(出典：住民基本台帳・各年 9 月末現在) 

 

 

図 中心市街地の人口が全市の人口に占める割合(出典：住民基本台帳) 

 

 

 

また、国勢調査による年齢階層別人口をみると、65 歳以上は平成 7 年から継続して増加傾向にある。 
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図 中心市街地の年齢階層別人口(出典：各年国勢調査) 

 

中心市街地内の人口規模・密度をみると、JR 高槻駅と阪急高槻市周辺では人口規模が大きく、密度も

高くなっているが、大学や公園整備を行っている地域については人口規模は小さく、密度も低くなっている。 

 

図 中心市街地の人口規模・密度(出典：平成 22 年国勢調査) 
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中心市街地内の人口減少をみると、再開発事業により高層マンションが立地した JR 高槻駅北側や阪急

高槻市駅の南側で人口増加が見られる一方、中心市街地の東側や北側では人口減少が見られる。 

 

図 中心市街地の人口増減(出典：平成 17 年、22 年国勢調査) 

 

⑤中心市街地の高齢化率 

中心市街地の高齢化率は年々上昇し、平成 22 年国勢調査では 20.7％となっているが、平成 22 年は全

市の高齢化率を下回っており、若い世代の流入が伺える。 

高齢者世帯を見ると、高齢単身世帯も高齢者夫婦のみ世帯も年々増加傾向にあるが、若い世代の流入

により、中心市街地の全世帯数に対する「高齢者のみ世帯」の割合は低下し、平成 22 年は 16.7％となって

いる。 

 

図 全市と中心市街地の高齢化率の推移(出典：各年国勢調査) 
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図 中心市街地の高齢者世帯数の推移(出典：各年国勢調査) 

 

（２）産業に関する状況 

①高槻市の産業 

本市の産業に関する推移をみると、事業所数、従業員数ともに、平成 8 年から減少傾向にあったが、平成

16 年を境に微増し、平成 26 年には 9,890 事業所、従業員数は 109,565 人になっている。 

市内の事業所で最も多いのは、「卸売業・小売業」で 2,318 事業所であり、「宿泊業、飲食サービス業」、

「医療、福祉」と続く。従業員数を見ると、「卸売業・小売業」が 23,772 人となっており、商業サービスの充実

したまちであると言える。 

 

 
図 高槻市内の従業員数、事業所数の推移(※公務を含まない) 

(出典：各年事業所・企業統計調査、経済センサス) 
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図 高槻市内の産業別事業所数、従業員数の内訳(出典：平成 26 年経済センサス) 

 

その商業についてみてみると、小売業の事業所数及び年間商品販売額はいずれも減少しており、特に事

業所数についてはこの約 20 年間で半減している。 

 

図 高槻市内の小売業事業所数、年間商品販売額の推移(出典：各年商業統計調査、経済センサス) 
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周辺都市との商業ポテンシャルを比較する際に用いる商業中心性指標を、周辺の 5 府県の合計を１とし

てみてみると、高槻市は 0.9 となっており、高槻市民が他都市で買物をしていることが分かる。 

 

表 高槻市と周辺都市の商業中心性指標(出典：平成 26 年商業統計、平成 27 年国勢調査) 

 
事業所数 

年間商品

販売額 
売場面積 

Ｈ27 

国調人口 

年間商品 

販売額 

(1人当たり) 

売場面積 

(1人当たり) 

商業中心性指標 

年間商品 

販売額 
売場面積 

 (百万円) (㎡) (人) (千円/人) (㎡/人)   

大阪府＋兵

庫県＋奈良

県＋京都府

＋和歌山県 

110,800 17,843,781 17,965,444 19,312,517 923.94901  0.9302487  1.0  1.0  

大阪府 45,560 8,401,435 7,227,412 8,839,469 950.44567  0.8176297  1.0  0.9  

大阪市 18,876 3,942,310 2,572,914 2,691,185 1464.8974 0.9560524  1.6  1.0  

高槻市 1,348 278,082 289,022 351,829 790.38965  0.8214843  0.9  0.9  

豊中市 1,612 261,511 238,505 395,479 661.25129  0.6030788  0.7  0.6  

吹田市 1,202 256,712 195,807 374,468 685.53788  0.5228938  0.7  0.6  

守口市 810 126,996 130,774 143,042 887.82316  0.9142350  1.0  1.0  

枚方市 1,471 262,768 280,047 404,152 650.17122  0.6929249  0.7  0.7  

茨木市 1,067 213,853 180,083 280,033 763.67071  0.6430778  0.8  0.7  

寝屋川市 985 185,733 223,095 237,518 781.97442  0.9392762  0.8  1.0  

摂津市 325 55,437 47,674 85,007 652.14629  0.5608244  0.7  0.6  

兵庫県 32,220 4,957,277 5,596,610 5,534,800 780.43275  1.0156746  0.8  1.1  

神戸市 9,181 1,657,227 1,557,904 1,537,272 935.47792  1.0316578  1.0  1.1  

尼崎市 2,335 346,075 367,155 452,563 671.15668  0.7929622  0.7  0.9  

西宮市 2,019 403,795 393,547 487,850 722.66493  0.8506817  0.8  0.9  

伊丹市 860 187,050 196,941 196,883 781.03474  0.9185936  0.8  1.0  

宝塚市 848 130,960 141,116 224,903 573.57554  0.6640984  0.6  0.7  

川西市 646 124,776 115,367 156375 769.61828  0.7627970  0.8  0.8  

奈良県 7,717 1,066,487 1,419,219 1364316 714.34069  0.9503180  0.8  1.0  

奈良市 1,746 317,433 368,418 360310 788.82733  1.0000900  0.9  1.1  

和歌山県 8,457 864,900 1,146,116 963579 786.99918  1.1409422  0.9  1.2  

和歌山市 2,391 360,473 409,186 364154 879.67783  1.1274638  1.0  1.2  

京都府 16,846 2,553,682 2,576,087 2610353 908.63445  0.9484806  1.0  1.0  

京都市 10,243 1,650,043 1,468,276 1475183 1081.8085 0.9679047  1.2  1.0  

 

※商業中心性指標とは、ある市の小売業がその市を含む地域の顧客をどれだけ吸収しているかを示すもの。本表では、商業

規模を表す値として、年間商品販売額、売場面積を使用し、2 種類の商業中心性指標を算出した。比較対象の地域は近

畿４府県としている。数値が 1 以上の場合、市外の消費者が買物に来ている、1 以下の場合は、市内の消費者が外で買物

をしていることを示す。 

 

 

 

 

 

 

商業中心性指標 

（年間商品販売額) 
＝ 

市内の年間商品販売額／市の人口 

4 府県の年間商品販売額／4 府県の人口 

商業中心性指標 

（売場面積) 
＝ 

市内の売場面積／市の人口 

4 府県の売場面積／4 府県の人口 
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  ■地域経済分析システム（RESAS）による分析 

地域経済分析システム（RESAS）における『地域経済循環図』によると、本市の産業分類別生産(付加価

値額)は第 1 次産業が 18 億円、第 2 次産業が 2,149 億円となっているのに対し、第 3 次産業は 7,384 億

円となっており、商業・サービス産業が多くを占めていることが分かる。 

また、地域経済の流出入については、民間消費における支出流出入率は-24.3％で全 1,727 自治体中

1,465 位となっており、地域住民の消費を域内で吸収できていないことが伺える。 

 

表 地域経済循環図 2010 年 指定地域：高槻市（RESAS より） 

 民間消費 民間投資 その他支出 

支出流出率 -24.3％ 9.7％ -28.6％ 

支出流出率順位 1,465 位 248 位 480 位 

 

民間消費額は地域内ベースでの支出が 6,280 億円となっているのに対し、地域外への流出は 2,011 億

円となっている。 

民間投資額を見ると、地域内ベースでの支出が 1,395 億円に加え、地域外からの流入が 136 億円ある

ものの、全体としては地域外への流出超過となっている。 

加えて、地域経済循環率は 78.8％となっており、地域経済の自立度は高いとは言い難い。 

 

②中心市街地の商店街の小売商業の推移 

中心市街地内には、6 つの商店街・市場と 5 つの大規模小売店舗があり、当該地区に商業機能が集積し

ていると言える。 

ただし、小売業について見ると、年間販売額、商店数及び従業員数ともに減少傾向にある（24 頁）。 

 

 

図 中心市街地内の商店街、大規模小売店舗の分布図 

◆商店街・市場 

①高槻センター街商店街 

②芥川商店街 

③阪急高槻南駅前通り商店街 

④城北通り商店街 

⑤たかつき中通り本通り商店街 

⑥高槻市場 

◆大規模小売店舗 

⑦西武百貨店高槻店 

（令和元年 10 月より高槻阪急） 

⑧松坂屋高槻店 

⑨アクトアモーレ 

⑩グリーンプラザたかつき１号館 

⑪ミング・阪急高槻 

（令和 2 年 11 月よりエミル高

槻） 
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(平成 28 年 9 月 高槻市産業環境部産業振興課調べ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：商業統計、経済センサス 

 

 

③中心市街地の業種・業態別商業の分布状況 

小規模小売店、飲食店は商店街を中心に分布している。サービス業は住宅地にまで分布が広がり、その

傾向は理容・美容・エステにおいて強い。 

また、商店街によって、飲食店や小売店が多い等、それぞれに特徴がある。 
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図 中心市街地内の業種・業態別商業の分布状況 

(上から、大規模・小規模、飲食店、サービス業・美容エステ等) 
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④歩行者・自転車通行量 

歩行者・自転車通行量について、ゾーン別に休日の平成 19 年～平成 28 年を比較すると、 

・駅北ゾーン：増減を繰り返し、平成 28 年度は増加に転じている。 

・駅間ゾーン：増減を繰り返し、平成 28 年度は増加に転じている。 

これは、JR高槻駅北東地区再開発によるマンション、大学キャンパス開設等による、減少が食い止められ

た効果と考えられる。 

・駅南ゾーン：平成 22 年度以降は、ゆるやかな減少傾向にある。 

 

一方、平日は駅北ゾーン、駅間ゾーン、駅南ゾーンともに平成 22 年度に一旦増加したものの、近年は減

少傾向にあり、全体としてエリア内を回遊する人が減りつつあることが伺える。 

 

 

図 歩行者・自転車通行量の推移(休日) 
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図 歩行者・自転車通行量の推移(平日) 

(各年 高槻市・高槻商工会議所 通行量・入店者数調査) 

⑤自動車交通量 

高槻市の中心市街地及び周辺の自動車交通量（平日）は、国道 171 号の交通量が大きく減少している

が、その他の道路では、北西部からの流入が増加、南西部からの交通量が減少する傾向にある。 

 

 
図 自動車交通量（平日）の推移(各年交通センサス) 

 
図 中心市街地内道路：2,6,7,8,9 
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⑥大型店の概要 

市街地周辺(10km 圏)において、総合スーパー・食品スーパーを含む大規模小売店舗は約 20 店ある。 

近年は、店舗面積約 61,000 ㎡のエキスポシティ(吹田市)のほか、ビバモール寝屋川(約 34,000 ㎡、寝

屋川市)、ニトリモール枚方(約 32,000 ㎡、枚方市)、KUZUHA モール(増築)(約 19,000 ㎡、枚方市)、枚方

T-SITE(約 7,000 ㎡、枚方市)など、大型商業施設の開業が相次いでいる。また、JR 京都線沿線では、JR

茨木駅前にイオンモール茨木(旧イオン茨木ショッピングセンター、約 51,000 ㎡、茨木市)がリニューアルオ

ープンした。 

 

 

図 高槻市周辺の大規模商業店舗の分布 

(高槻市産業環境部産業振興課調べ) 

 

表 高槻市周辺の主な大規模小売店舗(高槻市産業環境部産業振興課調べ) 

 名称 時期 店舗面積 駐車台数 

吹田市 エキスポシティ H27.10 オープン 61,000 ㎡ 4,070 台 

寝屋川市 ビバモール寝屋川 H23.6 オープン 33,799 ㎡ 1,942 台 

枚方市 ニトリモール枚方 H28.4 オープン 32,092 ㎡ 1,800 台 

枚方市 KUZUHA モール H26.3  

リニューアルオープン 

18,700 ㎡ 1,000 台 

枚方市 枚方 T-SITE H28.5 オ－プン 6,981 ㎡ 128 台 

茨木市 イオンモール茨木 

(旧イオン茨木 SC) 

H27.4 

リニューアルオープン 

50,690 ㎡ 1,977 台 

 


